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理　　念 ● 診療・教育・研究を通じて社会に貢献します。

基本方針 ●   1．安全かつ最高水準の医療を提供します。　2．優れた医療人を養成します。 
3．次代を担う新しい医療を開拓します。　　4．地域と社会に貢献します。 ホームページで「かわらばん」のバックナンバーがご覧いただけます

CONTENTS

2021年7月、名大病院は地域の難聴患者さんやご家族、医療者の支援を目指して「難聴支援・治療センター」を開
設しました。難聴のリスクや当センターの開設理由、またその特色などについて曾根三千彦センター長に伺いました。

聞
こ
え
の
悪
さ
が

交
通
事
故
や
認
知
症
の
リ
ス
ク
に

　

皆
さ
ん
は
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
と
感
じ

た
と
き
、医
師
に
相
談
し
て
い
ま
す
か
？
日

本
は
欧
米
に
比
べ
、
聞
こ
え
の
問
題
で
受

診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
少
な
く
、
補
聴
器

の
利
用
も
普
及
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
実
際
、
ご
高
齢
の
方
の
中
に
は
「
年

の
せ
い
だ
か
ら
」
と
あ
き
ら
め
、
困
っ
て
い

て
も
相
談
し
な
い
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
他
の
疾
患
を
診
て
い
る
診
療
所
の
先

生
方
も
、
高
齢
者
の
難
聴
に
対
し
て
判
断

し
か
ね
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

聞
こ
え
の
悪
さ
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
な
が
り
ま
す
。
例
え
ば
、
車
が
接
近
し

て
も
危
険
を
察
知
で
き
な
か
っ
た
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
低
下
す
る
こ

と
で
認
知
症
の
リ
ス
ク
が
上
が
っ
た
り
な

ど
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
医
師
が
治

療
法
を
説
明
し
て
も
患
者
さ
ん
に
聞
こ
え

て
お
ら
ず
、
後
々
問
題
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
当
院
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く

ご
家
族
、
医
療
者
も
支
援
し
よ
う
と
、
難

聴
支
援
・
治
療
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

世
界
初
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
検
査
を
は
じ
め

適
切
な
診
断
・
治
療
を
提
供

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
軽
度
・
中
等
度
難

聴
の
方
へ
の
補
聴
器
提
案
、
高
度
難
聴
の

方
へ
の
人
工
内
耳
手
術
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
耳
鳴
り
に
つ
い
て
は
急
性
難
聴
や
メ

ニ
エ
ー
ル
病
な
ど
原
因
と
な
る
疾
患
を
正

確
に
診
断
し
、
適
切
な
治
療
に
結
び
つ
け

て
い
ま
す
。
検
査
に
は
当
院
が
世
界
で
初

め
て
使
用
し
た
高
度
な
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
、

北
海
道
か
ら
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
る
な

ど
、
画
像
診
断
技
術
の
高
さ
に
定
評
を
得

て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

だ
け
で
な
く
小
児
科
、
脳
神
経
外
科
、
脳

神
経
内
科
、
老
年
内
科
な
ど
の
医
師
も
参

加
し
、
情
報
共
有
を
し
て
診
療
に
あ
た
る

ほ
か
、
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
聴
力
検
査
技
師
も
加
え
た

症
例
検
討
会
な
ど
を
行
い
、
よ
り
良
い
支

援
・
治
療
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

さ
ら
に
診
療
所
の
先
生
方
と
の
連
携
を
強

化
し
、
補
聴
器
専
門
店
と
も
協
力
し
て
患

者
さ
ん
の
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

こ
と
で
、
よ
り
良
い
聞
こ
え
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

難
聴
を
乗
り
越
え
て

ご
自
身
の
持
つ
能
力
の
発
揮
を

　

難
聴
は
目
に
見
え
な
い
障
害
と
い
わ

れ
、
聞
こ
え
が
悪
い
た
め
に
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
も
立
て
ず
、
本
来
の
能
力
を
発
揮

で
き
な
い
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
し
か
し
、
補
聴
器
や
人
工
内
耳
と
い

う
手
段
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
る
こ
と
の
で

き
る
障
害
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
正
し
い
情
報
を
広
く
発

信
す
る
ほ
か
、
ご
本
人
の
意
思
を
尊
重
し

た
上
で
、
的
確
に
治
療
手
段
や
今
後
の
可

能
性
を
提
示
し
、
そ
の
方
が
持
つ
能
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
は
難
聴
に

関
す
る
情
報
拠
点
と
し
て
診
療
所
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん
の
ご
要
望
に

合
わ
せ
て
機
能
を
充
実
さ
せ
、
地
域
全
体

の
難
聴
診
断
・
治
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

も
し
、
聞
こ
え
な
い
、
聞
こ
え
に
く
い

と
不
安
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず
は
お
近
く
の

耳
鼻
咽
喉
科
を
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
お

子
さ
ん
や
若
い
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

ご
高
齢
の
方
も
あ
き
ら
め
ず
に
診
察
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

・  難聴支援・治療センターがより良い聞
こえを支援します。
・	新年のご挨拶

・	教えて！この言葉「心不全」
・	新任のご挨拶
・	ナディック通信
・	病院からのお知らせ

・	ボランティアさん募集
・	特定基金 医学部附属病院支援事業へ
のご協力のお願い
・	禁煙のお願い
・	かわらばんHPのご案内
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特集 1

新
年
の
ご
挨
拶

病院長　小寺　泰弘

　新年明けましておめでとうござい
ます。
　昨年は新型コロナウィルス感染拡
大の第3波に続いて重症患者数では
最大規模の第4波、そして感染力の

高いデルタ株によって感染者数が最多となった第5波
の直撃を受け、大きな貢献をした名大病院は秋口まで
通常通りの診療ができない状態でした。一方でワクチ
ン接種が進み、東山キャンパス豊田講堂での職域接種
をはじめとして、愛知県の大規模会場での接種を含め、
ワクチン接種にも積極的に協力しました。高齢者の重
症例が激減し、本原稿執筆時には、院内のコロナ陽
性患者がゼロの状態が続いています。
　そのような状況の中で、世界的な病院機能評価であ
るJCIのモックサーベイ（模擬審査）が粛々と行われ､
部分的には高評価を受けつつも多くの課題が提示され
ました。熱心にご協力いただいた職員の皆様方に、改
めて深く感謝いたします。2月の本審査にむけ、職員
一丸となり、引き続き努力を続けてまいります。
　今年はある程度日常が戻り、withコロナとしての診
療体制の工夫が問われる年になりそうです。本年も何
卒よろしくお願いいたします。

看護部長　藤井　晃子

　謹んで新春のお慶びを
申し上げます。
　昨年も新型コロナウイ
ルス感染症、集中豪雨な
どの自然災害が次々と私

たちを襲いました。心休まるときがない状
況が続いておりますが、そのような中で
も、多くの皆さまから私たち医療従事者に
対し、温かいご支援やご声援をいただきま
した。深くお礼申し上げます。あらゆるも
のを取り巻く環境が目まぐるしく変化し、
将来の予測が困難な状態が続いております
が、私たちは「診療・教育・研究を通じて
社会に貢献します」という当院の理念のも
と、また、「愛（やさ）しく、温かく、安
全な看護実践をめざす」という看護理念の
もと、皆さまが安心して医療を受けること
ができるよう、医療・看護サービスの向上
に努めてまいります。
　この新しい年が、皆さまにとって良き年
となりますよう心より祈念いたしまして、
年頭のご挨拶とさせていただきます。

事務部長　永家　清考

　新年明けましておめでとうござ
います。2022年の年頭に当たり、
謹んで新年のご挨拶を申し上げま
す。
　昨年も、新型コロナウイルス

感染症の流行により、医療機関は多くの対応を求
められた1年でした。
　本院は、当地域の中核病院としての役割を果たす
べく、地域の医療従事者等に対してのワクチン接種、
コロナ患者専用病床の設置・受け入れ、県立愛知病
院への医師派遣等、新型コロナウイルス感染症に関
する様々な対応を行ってきました。また、高度急性
期医療を担う病院として可能な限りコロナ以外の日
常診療も止めることのないよう努めてまいりました。
　この両立は大変困難なことでしたが、患者さ
んやそのご家族の皆さんのご理解・ご協力、職
員の方々の弛まない努力、自治体からのご支援
により、何とか持ち堪えることができました。
　今年も引き続き厳しい病院運営を強いられる
と思いますが、教職員の総力を結集し、あらゆ
る経営改善に取り組んでまいります。引き続き
ご支援いただきますようお願い申しあげます。

難聴支援・治療センターが
より良い聞こえを支援します。
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名 大 病 院 NEWS

当院ではボランティアさんを募集しています。
詳しくはホームページをご覧ください。

■ ボランティアさん募集

★ ボランティアホームページ
　   https://www.med.nagoya-u.ac.jp/

hospital/recruit/volunteer/
　  『名大病院　ボランティア』で検索♪

Nagoya Disease 
Information Center

ナディックの利用休止について
　患者情報センター（広場ナディック）は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め利用を引き続き休止しています。
　それに伴い、毎月開催していました教室（手作り、ちぎり絵、折り紙）は当面の間休止。患者
の集い、認知症サロンなどの患者さん向けのイベントについても次回の開催予定は未定です。
　肝臓病教室についてはオンライン（動画配信）で再開する事になりました、詳しくは病院もし
くは肝疾患診療連携拠点病院のホームページ（https://www.med.nagoya-u.ac.jp/kyoten/
liver/）でご確認下さい。
　がん患者さん向けの「ウイッグ・頭皮ケア相談」については外来棟1階「地域連携・患者相談
センター」にてがん相談員が随時対応しております。

（問い合わせ先　地域連携・患者相談センター　052-744-2663）

肝疾患診療連携拠点
病院ホームページ

　心臓は全身に血液を送り出すポンプと
して一生涯休むことなく働いています。
一般向けに心不全とは、『心臓が悪いため
に、息切れやむくみが起こり、だんだん
悪くなり、生命を縮める病気』と定義さ
れています。
　一言で「心不全」と言っても原因や症
状は人によって様々です。心臓の筋肉を
養っている血管である冠動脈が詰まって
しまう心筋梗塞や狭心症、動脈硬化や塩
分の摂り過ぎなどが原因の高血圧症、心
臓の中にある逆流防止弁が障害される心
臓弁膜症、心臓の筋肉自体に異常が起こ

る心筋症や心筋炎（新型コロナウイルス
のワクチンで問題になっています）、拍動
の数やリズムが悪くなる不整脈、先天的
な心臓病、肺高血圧症など、様々な疾患
が原因となって進行していく過程で生じ
ます。
　心不全になると、心臓から十分な血液
を送り出せなくなり、体に必要な酸素や
栄養が足りなくなるので、坂道や階段で
息切れがしたり、疲れやすくなります。腎
臓に流れる血液が減って尿量も減り、水
分が体内に貯留してくると、足やスネ、顔
がむくんだり、体重が1週間で２～３キ

ロ増加したりします。さらに進むと、腹
部膨満や、呼吸が苦しくて横になれない

「起坐呼吸」、夜間に息苦しさで目が覚め
る「発作性夜間呼吸困難」、といったよう
な状態になります。息切れや足のむくみ
は、心不全の初期症状の可能性がありま
すので、これらの症状が出た際には、専
門の医療機関の受診をお勧めします。
　治療は、まず生活習慣の改善指導と薬
物治療を行います。薬は数種類を患者さ
んの状態に応じて調整します。心不全に
対する薬は、患者さんに合わせた慎重な
微調整が必要です。心不全は良くなった
り悪くなったりを繰り返しながら悪化し
ていく病気であり、上手に付き合ってい
く必要があります。そのためには、①内
服薬を必ず継続する、②食生活に気を付

ける、③日頃の自己の健康管理を行う、
の3つが重要です。心不全に対しての薬
は種類が多いですが、継続を自己中断し
ますと急に悪化しますので、必ず医師の
指導通り服薬を継続してください。食生
活に関しては、塩分の制限が最も重要に
なります。塩分を取り過ぎると体内の水
分量が増えて心臓に負担がかかり心不全
が悪化しますので、1日6g 未満を目途に
することを心掛けて下さい。また、風邪
など他の病気を発症すると、すぐに悪く
なることがありますので、日々の状態を
ご自身で管理する必要があります。ご家
庭でも血圧や体重を記録するなど、心不
全悪化の兆候が出ていないかチェックす
るようにしましょう。

「かわらばん」は、名大病院ホームページでもご覧いただけます。
バックナンバーや災害医療支援活動の状況、医事統計などを掲載しています。
ホームページアドレス    https://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/（トップページ⇒病院概要⇒刊行物）

HPのご案内
No.123　医学部・医学系研究科総務課
TEL 052-741-2111（代表）
発行日　2022年1月1日

名大病院は、日本の国立大学病院では
初めての JCI 認証施設です。

特定基金 医学部附属病院支援事業への
ご協力のお願い
　当院では本事業を通じて、診療環境の充実、患者さんへのサー
ビスのさらなる向上、先進的な臨床研究の推進を進めてまいりま
す。皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　詳細は、ホームページまたは外来棟各階に置かれているパンフ
レットをご覧ください。
URL：https://www.med.nagoya-u.ac.jp/kikin/hosp-kikin/

QR コードでも
アクセスできます！

患者さんの健康をサポートすべ

き医療施設として、病院敷地内

の全面禁煙を実施しています。

皆さまのご理解とご協力をお願

いいたします。

■ 禁煙のお願い

循環器内科長　室原　豊明

心 不 全

　
こ
の
度
、
令
和
３
年
10
月
1
日
付

で
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
乳

腺
・
内
分
泌
外
科
長
／
教
授
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し

て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
科
は
、
乳
腺
疾
患
の
診
断
と
集

学
的
治
療
（
外
科
治
療
や
薬
物
療
法

な
ど
）
と
甲
状
腺
・
副
甲
状
腺
・
副

腎
な
ど
の
内
分
泌
疾
患
の
外
科
的
治

療
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
乳
癌

は
女
性
が
ん
の
中
で
最
多
で
す
が
、

適
切
な
治
療
で
良
好
な
経
過
が
期
待

で
き
ま
す
。
女
性
の
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
に
留
意
し
な
が
ら
、
一
人
一
人

に
最
適
な
個
別
化
治
療
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
よ
り
良
い
治
療
成
績
や
生

活
を
目
標
に
様
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　本院では、患者さんへのサービス・アメニティー等の満足度向上を目指し、患者満足度委
員会において、院内に設置してある提案箱へ投函された提案書のご意見から、サービス改善
策を検討し実施しています。
　現在、1ヶ月あたり約50件のご提案をいただいております。提案書は、回収次第、現場
で対応を進めるとともに、その後開催される委員会にて1件ずつ検討することで、院内のサー
ビス向上に努めています。
　サービス改善における主な対応については、外来棟1階中央待合ホールに設置されている
モニターへ掲示しております。

病院からの
お知らせ
病院からの
お知らせ

　患者さんが利用する設備や機器など
は、日々の点検や定期的な更新を実施
しておりますが、2021年度上半期では、
特に以下の改善を実施しました。

〈院内における主な運用面の改善〉
1）‌‌病棟食堂入口の利用時間、使用
方法などの掲示更新

2）院内放送の頻度、内容の一部更新
3）‌‌業務支援室による手荷物カートな
どの定期点検の開始

提案書からの改善報告

▲車いす等は正面玄関で借りられます

ナディック
通信


